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日 本藻類学会会則

(総則)

2告i条本 会 は IJ本i策矧学会と称する。

第2条 本会;ま泌学のi隼Wd及を図り，併せて会員相互の迎絡並11:重量|段を凶る 乙とを

目的とする。

第3条 本会ば，ìír~の U的を淫するために，次の如来を行う。

1. 大会のfJflfttl (; 1二l阿)

2 泌類Il:!児する研究会) Th~習会 ， 採集会等の IJMflU

3. }EJlJI刊行物の発刊

4 その[也 1l1J~長の目的を迷する十 めに必要な IjTif~

費H条木 会 の'Jii6i9i:ま会長のもと Kおく。

ms糸本会の勺i:t!f'J!Uま4月1nにtf1まり，翌年3月31日11:終る。

{会員)

第 6条会J:.J.は次の 3fillとする。

1. ~迎会員(泌査員lζ関心をちら，本会の趣旨 11:貨同する個人叉は団体で， 役員会

の承滋するもの)

2. 名谷会n(部学の発遂に貢献があり，本会1ゐ組旨Il:質問する例人で，役員会の

推薦するもの)

3. t、問11会H{本会の.11M守1こさt同し，本会の発肢に特lζ寄りした{尚人叉は団体で，

役只会の舵約するもの)

第7条 本会11:入会するには，住所，民名(団体名1.1伝業を話人した入会rll;丞古を会

長11:斧u:¥すものとする。

当'i8条 会員lまfu年会資300円を前納するものとする。但し:r.設会只及び特別会民は

公費を!ziしない。 "

(役員)

第 9条木会11:I'Xの役只をおし

会長 - 1'，任期lま2ヶ:!Fとする)

幹事 若干名 (任期は 2ヶ年とする)

会長IJ:総会!と於て会只111よりとれを選Hlする。 1【ド]Jは会長が会尺111より Eれを指

名す る。

(刊行物)

第 10条本会は定期刊行物「部類」を年3阿刊行し，.会只11:.無料でf五社Iする。

附員。

Eの会則は!則和28sf' 10月11日から施行する。
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( ~ ) 東北地方産海藻雑記

一・キ昭向日} 11 

S. KAWASHIMA: Notes on Some Marine Algae 

from the Northeastern Honsh日，Japan (2) 

Syst. Alg. (1824) p. 25; HARV.， Phyc. Brit. Vol. IV (1846“51) Pl. 68; SETCH. 
and GARDN.， Mar. Alg. Pac. Coast N. Amer. I Myxophyc. (1919) p. 108; UME-

ZAKI， Mar. Cyanophyc. Wakasa Bay 1 (Mem. Coll. Agr.， Kyoto Univ. No.66， 

1953) p.70， P1. IV， fig. 3; Id.， Mar. Cyanophyc. f. Jap. (10) (Jour. Jap. Bo七.Vol. 

29， No. 6) p. 175， fig. 37. c-d. 

{本は49\ ' I~・罰 ， 表而j f土多数の深い鍛を有し，

単独，スは多数日ミまり ，径 0.5-

1cmあり ;色は深緑色 ，糸状

体は桜めて~，'に表面に直角に配

列し，築部lと壬j(形，楕円形，半

円形の異質細胞を l個有し，先

端l士急に細まり毛状となる i糸

状体の有11胞は 2-5μ 太<，長さ

はrLS部，中部では径の 1-2f九

よ部では 1;2又は 1/3あり ，節

はくびれ，又稀れにくぴれない;

鞘は無色 ;:i1!鎖体は鞘中に l悩，

径の 4-5倍以い。

庄地 : 深浦(背本・県).

干満線聞の岩上に多数生育

している斑鋭類で，標本 (1956

年1月 11日採集)は，多少小さ

い。本径は京大成学部水産学教

室，梅崎勇氏H により若狭湾で

内部中立にして

Rivulal'ia nitida AGARDH 

球)~に!膨れ，

いペ
』~‘
L

・h

・AH
F

-
h

シ・
A
-

ム・ニ・
J

J

Rωul日行日 nil'idaAG. 

~状付 x 3

AE状体の縦断聞の一部

糸状体 x 600 

.
3
-・:ハ一。
.
L…・
4
・三

--1・R

3 

x 50 

Fig_ 1. 

1. 
2. 

3. 

乙乙 IZ:厚〈感知する。
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北大型学部恒1物学教室
本rnの同定It.同民の助言K依った。
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68 部類 第5巻第B号昭和82年 12月

採集され，我が国にも産することを知られた種類である。

Nemastoma lancifolia UKAM. クスギヌ

Icon. Japan. Alg. VII (1934) p.6. Pl. 808. figs. 1-4; }lI嶋，岩手県沿岸産海藻

目録II紅藻類 (1956)p. 31. 

産地: 高田市脇野沢(旧米崎村) (岩手県).

本種は 6月の大潮時に露出した岩盤上に多数生育していたもので，体の

高さ 5-17cm.幅 2-6cmの比較的小さなものであるが，成熟した雌性体及

び四分胞子体を得ることが出来た.本種の体組織は岡村金太郎博士により詳

細に記載されているが，生猶器官特に皇室果形成の過程については何等述べら

れていない.筆者は採集品によりその犠子を観察し，本種の袋果形成法は，

Flg. ll. N，棚田tomalancifolia 0む M.

1. カルポゴン校 x 800 
2-3. 受精せるカルポゴンより連絡糸の伸長せる状態 x8∞ 
4. 若い.果 x 300 
6. 四分胞子盛及び毛を有する皮眉の一部 x 800 
A 助細胞 C. カルポゴン C.F. 連絡糸，

H. hypogenouB cell. T. 受精毛
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川崎: 東北地方産海藻雑記 (2)

Fig. III. Nemωloma la冗叫folωOKAM.
連絡糸によって連絡せられたカルポゴン及び助細胞 x 300 
A. 助細胞 C. カルポゴン C.F. 速絡糸，

H. bypogenous cell . S. c.支持細胞 T.受精毛

ω 

Platoma-typeであることを確認した.同]ちカノレポゴ γ校は内皮層を形成する

細胞の下部に附随的に生じ 3個の細胞列より成り，その基部細胞及び次位

の細胞 (hypogenouscell)は楕円形又は西洋梨形でその側面をもって支持細

胞(内皮層を成す体細胞)より順次連なっているが，カノレポゴシはこれらに

比してー般に小さく.hypogenous ceIlの一部分を成す様にしか見えないこ

とがある。又，非常に稀れには 2個又は 4個細胞より成るカ Jレポプジ校も見

られる。受精毛は長く，外部に向い，その基部附ilrで必γ不規則なラセ γ状

に巻いている。カノレポプシは受精すると膨大し.J3.つ 2-4の突起を生じ，こ

れより迩絡糸を附ilIの助細胞に[0]って発出する.連絡糸は関節するものもあ

り，又関節の全くないものもある。時には hypogenouscellも突起を出す

が，との突起から出たと思われる述絡糸は観察されない.この頃になると

hypogenous cell及び基部細胞は球形に膨大する.助細胞は内皮層細胞が直

接変成するが，他の体細胞より大きく，細粒状の内容と 1個の核様物質が明

らかな点で見分けられる。連絡糸は助細胞の下部に入り，更に侵入した所の

すぐそばから伸長し，附近にある第二，第三の助細胞と連絡する.その後，

助細胞は第ー成胞総を分裂し，更にこれより多くの成胞総細胞を生じ，とれ

らはすべて果胞子となる。議果は極めて小さく，球形を成して皮層中に埋在

-8-



70 藻 類第5巻第s号昭和32年12月

する。

四分胞子も極めて小さし 15-22ρx12-17μ の楕円形で，十字状に分裂

し，最外部の細胞よりほぼ3番目の皮層細胞に無柄に生ずる。

皮層は四分胞子体よりも雌性体の方が細胞が大きし従って厚い傾向が

ある。 51-， いづれの体でも随糸は両皮層聞を縦に走るものが多く，体表には

多〈の毛を生ずる。

Binghamiella californica SETCHELL et 
DAWSON カエルデグサ

B伽g加 miacal'ずoγ叫icaFALow，稲垣，忍路湾及び其れ11:近接せる沿岸の海産紅

海類(北大理学部海藻研報告第二号， 1983) p. 48， figs. 16-17. 

産地; 尻屋崎(青森県).

下北半島東北端，尻屋崎の津軽海峡に日討する海岸に於いて少数個体を採

集した。体は 2cm位大告し1.5-2m mの;福あり， 3-4回叉状に分岐し，先

端尖るものが多く，又中には多少膨れ鈍円をなすものが見られる。

Callithamnion furcellariae J. AG. 

Sp. Alg. II (1861) p. 37; Epicr. (1876) p. 40; ROSENV.， Mar. Alg. Denmark 
III (1923) p. 336， figs. 260-273. 

体は直立し，約 0.5-1cm高く，皮層なし体の下部より出る糸状根をも

ってトサカモドキのー橿の体上に着生する;糸状線は主軸の最下部，時には

校の細胞より出，自由に伸長し，又極めて稀れに主軸の細胞に治って下降す

るものあり，単条又は多少分岐する;主軸は短かく直ちに数本の主校に分岐

する;校は数回互生的t乙処々にラセツ状に各方面に次位の校を出し，少し

く雁木状に曲る;羽校は肢の各関節より互生的に又はラセジ状に出，非常に

稀れに偏生し，単条，多少内部に屈曲し，非常に若い先端部を除いて約 7-10

似の細胞列より成る;細胞は糸状根に於いては円柱状，約(12寸20-30μ 太く，

径の 4-8倍長く，主軸に於いては 80μ まで太く，径の約3-4倍長い， 然し最

下部附近ではやや短かく径の1.5-2倍あり，校及び羽校に於いては円柱状，

時には下部に多少膨れ，各調節は少しく織れ，体の上部に漸次細くなり先端

附近にて(12-)15-17ρ 太く，径の 3-7倍長い;腺細胞は羽校の細胞のよ縁に

多く，黄色を呈する;色素体は細胞内に満ち，長いパ γ ド状，細粒状，又羽

校では側膜状となる;核は各細胞に 1個を含むが稀には下部の枝では 2個又

はそれ以よ(1)のこともある;四分胞子童話は卵形，倒卵形スは幅広き楕円形
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川崎: 東北地方産海藻雑記 (2)

Fig. IV. Callithα椀?山弛 furcellariaeJ. AG. 

1.体の奉部 x 60 
2. 四分胞子を有する枝 x 50 
8. 枝の上端，各方面Il:出t:羽枝を示す x 100 
4. 四分胞子獲 x 200 

71 

にして 35-46μx50-60μ大きく，無柄にして羽校又は次イ立の枝の細胞上側に

2-4個連続し，三角堆状に分裂する。

産地: 大問弁天島 (青森県).

本種の決定にらたり.筆者は山田幸男教授の厚意により，同教授が仏国

St. Servanに於いて採集された本径の乾燥楳本を検する機会を与えられた。

本径は c.roseumに非常に似ており，筆者の採集品も特に羽枝や四分胞

子裂の位置等，むしろ c.roseum に多くの共通点がある。然し，本径は主

軸基部には皮層中を下降する糸状根が殆んど認められない点，及び主枝の細

胞が細長く，比較的繊弱な点で同種と異なる。 ROSENVINGEは Denmark産

のものでは細胞内容として畏パジド状の色素体と 1個の核を含むと記してい

るが，山田幸男教授が採集された仏国産標本・では色素体は細粒状である(核

-6ー



72 部類第5巻第3号昭和 32年 12月

は不明)0 !，医者の採集品ではこの点.{をめて変化に富み，長ノく γ ド状，車ilI粒状，

又体の上部の羽校では側11史状で，核も大部分 1個，祁れに2悩又はそれ以 i二

(わである。校の出方に関 し.J AGARDHは「各方向に発し，~J状をなす」と

記載しているが，士g者ーの採集品のJ!rには Denmarki童のもの と同様 biseriate

に校を出すものも認められる。

上記の様にそれぞれ多少の相異点 と， ヨーロ ッパ産のものに比して小さ

い点はあるが，大問弁天白産のものは J.AGARDH の記載する本径の性質に

良く一致し，円本新産として本訟を報告する。

Acγosorium polyneurum OKAM. スナ'?スパノリ

日本海謀総 (1936)p. 787; J 1"ぬ，1. c. II (1955) p. 34. 

産地 ; 大問弁天白，下風呂， 尻屋~f，鮫(青森以) ;八木 r!'r野，長内，

tf代，山田ilJ脇野沢(1日米崎村)(約手県);松島(宮城県).

本廷は従来，示日本中部からのみ路ぜられているが，東北地方でも上記

の各地で剖合普通に発見される。本桓iは干潟j忠良附ili:の岩上又は有筒iサンゴ泌

に若生し， EL 泊i より 1投機突起を iii し て初旬し :Jjl~状に分岐し， 先端は多少広

Fig， V， AC1'O.90，'iu押tpolyn肘 日'U?1? OKAM. 

i可分胞子体 松lゐ湾住 x 1 

く ~' Ul' J になり ，細く叉状l乙分自立することはない。細IDr(はかなり明らかで，縦

に制状l乙J.tる"顕微鏡的制WRを布ーする。

景子県北部地方(中野，八木)での観察では 6-7Ji i算は，1-2 cmイ立の大

きさ であるが， 1-3月頃には 5-7cm位になり ， このZF.i前には浜に多数}J上

げられたものばかりで，笑際に生有しているものは見られない。又 4月中句，

宮城県松山湾で四分II包子体を得たのみでその他の地ブjでは全く生活器官を有

するものを児ていない。
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川崎: 東北地方産海複雑記但) 73 

Su皿皿ary

This report includes the dacriptions of one species of marineCyanophyceae 
and four species of marine Rnodophyceae from the northeastem Honshu， Japan. 
They are as folIows; 
Riuularia nitidαAG. 

Hab. Hukaura (Aomori Pref.). 

Nemastomαlancifol'ぬ OKAM.

Hab. Wakinosawa (Iwate Pref.). 
τ'he developmenta1 process of the cystocarp of the pre艶 ntspecies was 

traced. It agrees with “Plaωma-type" undoubtedly. 
B初 gha隅 istlacal1fornica SETCH. et DA WSON 

Hab. Shiriyazaki (Aomori Pref.). 
Call'必hα骨~nioπ fuγcellaγ似e J. AG. 

Hab. Oma-Bentenjima (Aomori Pref.). 
New to Japan. 

Acr080γiu明 polyneuru悦 OKAM.

Hab. Oma-Bentenjima， Shimofuro， Shiriyazaki. S釦 le(Aomori Pref.); Yagi， 

Nak叩 o，Os姐 ai，Hudai， Wakinωawa (Iwate Pref.); Matsushima Bay (Mi-
yagi Pref.). 

碩学と新進， 2人の藻類学者の死去

Kathleen M. DREW女史が永眠された。過ぐる 9月 14日の乙とである。故女史は

1901年 11月6日生れであるから満66才になる。働きざかりに突然の逝去が惜しまれてな
ら肉。

故女史;まマンチェス ター大学教授 Wright BAKER博士の夫人であり，海穫を主とし

た細胞学的研究や生活史11:関する数多くの研究は余りにも有名である。伝え聞く所によれ

ば，本年春から夏にかけての北欧諸国への旅行後，著書執筆中突然に発病され，数日後忽

然として逝去された由である。英国務類学会の会長の重責を果たし国際学会のシンポジウ

ムの議長もっとめられた由であるから，その人閥的の輔の広きが感じられる。 Spermo・
thamnionや Rhodochortonの核学的研究の女性らしいデリカシーに満ちた論文や晩年の

生活史11:関する深い考えが想起きれる。痛惜極りない次第です。

次には1日間11:腐すかも知れませんが，奇しくも DREW女史の夫君からの手紙の到着

と閑日 11:，独逸 Giesen市の derJustus Liebig大学の植物学教室主任教授 D.von 
DENFFER博士から.F. BUHNEMANN博士の言ト報がもたらされた。 BUHNEMANN民は昨

年1966年の2月 28日11:物放された由である。逝去後も論文を諸雑誌上11:見ていたので，

同縛土が庇IL故人であった ζ とを全々知らなかった。同博士が学位を取得されたのは 1954

年であり，故人は DENFFER教授の下で専ら淡水産緑藻サヤ Eドロ属を材料!L生殖細胞形

成のリズム其他の生般学的に詳しい研究を続け，学位も勿論それに関したものである。伝

え聞けば，全く予期11:反し，突然に死去された白である。新進気鋭の英才を失った乙とは
惜しみても余りがある。

新進気鋭の士と碩学の権威との2人の藻類学者の死を悼み謹んで報告します。

l神戸大学理学部生物学教室広瀬弘幸)
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クラミドモナスのグリコ ーlレ酸分泌

RALPll A. LEWIN求

RALPH A. LEWIN: Ex巴retionof glycolic 
acid by Chlα7nyd初旬onα芯・

Chl a111yd01nonasの某程および Chlorellaρ'yrenoidosaのあるイ虚のグ 3

コール酸分泌については既にそれぞれ AUEN(1956)および TOLBERT(1956) 

によって注口されている。各植のクラ E ドモナスの純粋~eiを(i夜i官接)の実験

(LEWIN， 1956)によって，グリコ ー)1/酸を分泌するものを 2t!通知認め得た。以li

ち (a)C. aff. in.斤'exaPRlNGSHElM， Bermudaにおけるマ γグロ ープ沼地から

採集し分離地設されたもの，および (blC.ρhilotes (sp. nov見込)，メキ νコ

の ChihuahuaIllT附近の荒熊地から採集分離されたものとである。 とれらtだ

せた基から分離するによfJいられた方法は以下lこ説述するとおりである。

2週間培養をおこなって細胞を

取除いた上澄液は 1，500から 10ml. 

までに:M~められたので， これを 30

ml.のエタノ ーノレ中に注入した。 沈

澱したポリサッカリッドを取去り ，

培'I'i:液を冷しておくと針状給品の来

が現われて来た。それをエタノ ール

のLI'で洗って乾かすと (a)は約 19の

細胞から 21mg の (~ I 状結品が)分

泌がされ，(b)は 14mgが 0.5gの細
Fig. 1. X線回析図

胞から分泌された。この結品物は少
(1) グリコ ール酸カルシウム
(2) Chl即時dO'>>tonasa.ff. in fie仰の なくとも 1% までは冷水中に溶解占

上澄放の未知I物 れる。過酸加水分解It.粉分もアミノ

酸をも産出しはしなかった。 これらいくつかの予備実験はこの物質が;ht表酸

のカノレVクムi主からできていることを示すものであった。 N-プチノレアルコ ー

ノレ :水 :酢酸の比を 4:4: 1 (過重相)を用いた紙 とクロマ トグラフィーはグリ

* AtJantic Regional Laboratory， National Research CounciJ， Balifax， N. S.， 
Canada. 
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RALPH A. LEWIN ; クラ Eドモナスのグリコール酸分泌 75 

コーノレ酸であることを示したが， これはま差点が稀薄であることが，酸が少し

く揮発性であることを示しているから，なおさらにそうであることが知られ

る。 この未知物とグりコ{ノレ酸のRf指数は次の如く相似的の値のものであ

る。本未知物;0.52， 0.57:グリヨール酸;0.54， 0.55， 0.58. 

本{共試物(未知物)との比較のために作ったグ Pコール殻カ lVi/クムは炭

酸カノレνヲムとグリヨーノレ酸で作り水中より再結晶させたものを用いた。未

知物(a)を用意されたグリコール酸との X線回折図 (A.N.O・NEILL博士の調

製による)は全く一致していることが示されている (Fig.1)⑤ 

Resu田長

Glycolic acid has been demonstrated as an extracellular metabolite in 
culture media of two species of Chlamydornonas. 

引 用文献

ALLEN， M. B.; Excretion of organic compounds by CJuarnydomonas. Arch. 
Microbiol. 24; 163-168. 1956. 

LEWIN. R. A: Extracel1ular polysaccharid凶 ofgreen algae. Can. J. Microbiol. 
2 : 665-672. 1956. 

TOLBERT. N. E.: Excretion of glycolic acid by algae during photosynthesis. 
J. Biol. Chem. 222: 895-906. 1956. 

乙の論文の原稿はエスペラント文で書かれてあって，私1<:本誌への投稿を托され

たのでゐったが，本誌の都合により執筆者本人の了解を得て日本文に訳したので.十

分i己原文の窓を尽し得!.J.かった点があるかも知れないけれども訳文の賃は私にある己

とを付記する。

(横浜市立大学生物学教室津村孝平)
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京都及び近郊の水田産ケイソウ (1)

金網善恭*

Y. KANET5UNA: Studies on the diatom.flora 
from the paddy-fields of Kyoto 

and its Vicinity (1) 

1. 

1.K田産のケイソクに就いての研究は，石井圭一 (1944)，小林弘 (1950)，

根来健ー郎(1954)等諸氏の報文がある。水田は形態，水質等藻類の環娩とし

て，甚だ人為的影響を蒙るところ大なる特異な存証[;であり，池沼に比し，物

理・化学的環境の多くの点を奥にするものである。以上の観点より，京都及

び其の近郊の水固におけるケイソクープロクを日月らかにしようと努めた。本

報告にあたり，終始御懇切に御指導下さった京都大学王製学部附属大津臨湖実

験所恨来健一郎先生，御激励と御便宜を御与え下さった問実験所山元孝吉，

山口久直の両先生，本研究に御協力下さった旭丘中学校教諭奥村一子氏に感

謝の意を表します。

2. 

採集は 1950-1956年の 7月， 8月に行われ，京都市内 (13カ所)は主に

1954， 55年に，大阪府北東部(高槻rji2カ所)・滋賀県南部(直野2カ所・守

山1カ所)は何れも 1956年に行った。此れら採集した水田の pHは6.1-9.2

であった。採集法は，水田中のラ γ ソク・アオミドロ・クキクナ等を採取し，

其れらの植物と共に得られるケイソクを硫酸処理して後，種類の同定を行っ

た。今回調査の結-果，京都及び共の近郊の水田より次の 9科24属 108極(変

種及び品種を含む)が得られた。此れらのうち， Centralesは2科 3属3穣，

Pennalesは7科 21属 105種である(ケイソワ図録中に N.l，N.2とらるの

は，調査 18カ所中の出現箇所数を示すL

C"ntral回.

Coscinodiscaceae. 

1. Ptfelo8ira italica (EHR.)削 π. N.1. 

骨京都市立旭丘中学校
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金網: 京都及び近郊の水国産ケイソウ (1) 77 

2. Cyclotella co押ua(EHR.) KUTZ. N.1. 

Actlnod包白白ae.

3. Arach:悼0必匂CU8Ehγ'enbergii BAILEY N.l. 

Pennales. 

FragUariaceae. 

4. Tabellariαj61UJstrata (LYNGB.) KむTZ. N.2. 

6. F'raguaria vir68ce叫SRALFS N.l. 

6. Sy官odraul叩 (NlTz.)EHR. N.4. 

7. S.叫lna(NITZ.) EHR. var. Ramasi (HERIBAUD et PERAGALLO) HUST. N.1. 

Eunotlaceae. 

8. Eunot俗 al'}:刷 α(NAEG.)HUST. N. 1. 

9. E. lu'叫aris(EHR.) GRUN. var. subarcuata (NAEG.) GRUN. N. 1. 

10. E. pect伽 d色 (K心TZ.)RABENHORST N. 3. 

11. E. p町 t伽αlis(KUTZ.) RABENHORST var.悦伽oγfKuπ.)RABENHORST N.2. 

Achnanthaceae. 

12. Cocconeis plωentula (EHR.) C.~EVE var. li1UJata (EHR.) CI.EVE N. 8. 

13. Ach'冗α抵抗ωhungaricaGRUN. N. 4. 

Naviculaceae. 

14. Fト叫stul匂 rhomboides(EHR.) DE TONI var. s町 onica(RABH.) DE TONI N.l. 

16. F. vulgaγis THWAITES N. S. 

16. Gyrosigma acuminat叫m (KUTZ.) RABENHORST N. 3. 

17. G. ([Jo叫k初旬)rectu怖 ωONK.)CLEVE N.1. 

18. G. 8calproides (RABH.) ClEVE N.6. 

19. C.αloneis bacillum (GRUN.) MERESCHKOWSKY var. 

lancettula (ScHULZ) Hu町 N.2.

20. C. schumanniana (GRUN.) CLEVE var. lancetωla HUST. N. 1. 

21. C. 8Uicula (EHR.) CLEVE N.3. 

22. C. silicula (EHR.) CLEVE var. truncαtulαGRUN. N.1. 

23. Ne焔 ，umα:ffine(EHR.) CLEVE var.αmphirhynchus (EHR.) CLEVE N.3. 

24. N. 0，.1伽e(EHR.) CLEVE var. amphirh百四chus(EHR.) CLEVE 

f. undulata HUST. N. 3. 

26. N. Hitchcockii (EHR.) CLEVE N. 8. 

26. N.例 dis(EHR.) CLE叩 N.2.

'2:l. N. iridis. (EHR.) C!.EVE var.αm.plilαta但HR.)CLEVE N. 1. 

28. N. productum (W. SMITH) CLEVE N.2. 

29. N.α:ffi畑 (EHR.)CLEVE var. globiceps CLEVE N. 2. 

30. Diploneis仰 alis(HILSE) CLEVE N. S. 

81. Staum叩抑 ancepsEHR. N. 7. 
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32. S. acuta W. SMITH N.2. 

38. S. al，αbαmae HEIDEN var.αngulata HEIDEN N. 1. 

34. S. phoenic棚 tero耳目HR. N.4. 

85. N a'llicula a冗glicaRALFS N. 2. 

36. N. bacillur九 EHR. N.8. 

37. N. c叫spid，α~K~L K& 
38. N. cusp蜘 t自制TZ.var.αmbigua (EHR.) CLEVE N. 8. 

39. N. dicephala (EHR.) W. SMITH N.2. 

ω. N. dicephαIα 但HR.)W. SMITH var.叫eglecta(KRAsSKE) HUST. N.7. 

41. N. gothlandicαGRUN. N.1. 

42. N. hungα泊四 GRUN.var. capitαtα 但HR.)CLEVE N.2. 

48. N. lance:Jlαta (AGARDH) KUTZ. N. 1. 

44. N. placentula (EHR.) GRUN. f. r08trata A. MA.YER N.1. 

45. N. p叫戸dαKUTZ. N.3. 

46. N. p叫'pulaKUTZ. var. capUαta HUST. N. 2. 

47. N. pupula KUTZ. var. elliptica HUST. N. 2. 

48. N. pygmaeα広むn N.8. 

49. N. simù~i8 KRASSKE N.1. 

50. N. rhynchocephal，αK u π N .1. 

51. N. sp. N. 1. 
52. p:伽刊ltlaγ似 acrosphacriaBR孟a N.~ 

63. P.α:ppendiculata (AGARDH) CLEVE N. 1. 

64. P. boreal.匂 EHR. N.1. 

66. P. horeali8 EHR. var. brevico8ωta HUST. N. 1. 

56. P. Brα叫nii(GRUN.) CLEVE var.αmphicephala (A. MAYER) HUST. N.6. 

67. P. Brebi880叫必 (KUTZ.)CLEVE var. 8ubprod叫ctaCLEVE N. 1. 

58. P. brevicostatαCLEVE N.2. 

59. P. g必bαEHR. N.3. 

60. P. gibbαEHR. var. me8ogongyla (EHR.) HUST. N. 1. 

61. P. gibba EHR. var. parva (EHR.) GRUN. N.1. 

62. P.がbbaEHR. f. 8uhundulata MA.YER N.1. 

63. P.明 esolepta(EHR.) W. SMITH N. 1. 

64. P. hyperboreαCLEVE N.1. 

66. P.糊 cilenta(EHR.) CLEVE N. 2. 

66. P. mα:jo川町TZ.)CLEVE N. 2. 

67. P.側 crostα前側 (EHR.)CLEVE N. 7. 

68. P.刑 icrostattγon(EHR.) CLEVE var. Breb蜘 onii(KUTZ.) HUST. N. 2. 

69. P. 悦ola1・Ì8~~ N.& 
70. P. 8ubsolaris (GRUN.) CLEVE N. 1. 

0
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71. P.νir雌 s(NITZ.) EHR. N. 4. 

72. P. sp. N. 1. 

73. CymbeUa cuspidαtαKUTZ. N.2. 
74. C. Ehγenbergii EHR. N.， 1. 
75. C. lanceolatα(EHR.) V. HEURCK N.1. 

76. C. navic叫lifoγmisAUERSWALD N.1. 
77. C. tum低a(BR垂B.)V. HEURCK N.4. 

78. C. turg似α(GLEGORY)CLEVR N. 7. 

79. GomphonBma acuminat叫骨~ EHR. var.制作お (EI認.)CLEVE N. 1. 
80. G. ac叫隅伽at叫 隅 EHR.var. coronatum lEHR.) W. SMITH N.1. 

81. G. g1・acileEHR. N. 1. 

82. G. lα官邸olat叫m EHR. N.3. 
83. G.oli叩 C叫 制 (LYNGBYE)KUTZ. N.1. 

84. G. par叩 lum仮UTZ.)GRUN. var. 8ubeUかticumCLEVE N. 1. 

Eplthemlaceae. 

85. Epithemia zebra (EHR.) KUTZ. var. saxonica (KUTZ.) GRUN. N. 1. 

86. Rhopalod句 g1・bba(EHR.) O. MULL. N. 2. 
87. R. g必beγula(EHR.) O. MULL. N. 1. 

Nitzschiaceae. 

飽.NitZ8chぬ αcicularisW. SMITH N.1. 

89. N. ang回 tatα(W.SMITH) GRUN. N. 2. 

90. N. ig冗o?叫aKRASSKE N. 6. 

91. N. L01・側Z1anaGRUN. var. 剖dJtuぉ GRUN. N.3. 

92. N. obt叫saW. SMITH var. 8calpellifor叫 sGRUN. N.1. 
98. N. paleα区心TZ.)W. SMITH N. 13. 

94. N. stagnorum RABH. N.2. 

95. N. s叫blinearisHUST. N. 1. 

96. N. trybl'必nellaHANT. N.1. 

97. N. trybionBU，αH"NT. va巴 debilis(ARNOTT) A. MAYER N.3. 

98. N. tryblionBUa HANT. var. lev也:iensis(W. SMITH) GRUN. N. 2. 

99. N. trybli，側 ellaHANT. var. victoriae GRUN. N. 10. 

100. H，απtzschia amphio:r:ys (EHR.) GRUN. N.7. 

101. H. amphio:r:ys (EHR.) GRUN. var. major GRUN. N. 1. 

102. H. am.phωxys (EHR.) GRUN. var. vivω{HANTZ.j GRUN. N. 1. 

103. H. amphio:r:y8 (EHR.) GRUN. f. capitatαO. MULL. N.4. 

1似 . H.ωγgata (Rぅ'PER)GRUN. var. capiteUata HUST. N. 1. 

Surlrellaceae. 

105. SurireU日 Capro乱iiBREB. 

106. S. ovatαKUTZ. var.戸時間ta(W. SMITH) HUST. 

107. S. te悼eraGREGORY var.開門JosaMAYER 

108. S. sp. 
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ワカメの特別な産状

氏家由三

瀬戸内海境飽諸島の海藻フ ローラは最近神戸大学広瀬博士によって明ら

かにされたえ筆者も金関正彦，蔦美代子両氏の協力を得て調査中であるが，

それ等の小さい島々には良質のワカメが産出し，岩黒島がその中心をなして

いる。ここには昭和32年3月19日観察した特異な生育現象について報ずる。

岩黒島の周囲の海況は，潮汐流が箸しく海水の流動が絶えず起り，且転

流時が不規則でいたって複雑である。したがってワカメの生育は芳礁、に富ん

第 1表

とどミご一一一← 採築地点 2 s 

主要鰍4¥~ 坦杢主

1 

123  4 6 6 7 8 9 10 11 12 

Cystophyllum t叫rl1eriYENDO 

Sargω側 m spp. 

S. horneバ (TUR悶 R)AGARDH 

S.pate叫8AGARDH 

Desm.are8tia vi:γidis 
(MUELLER) LA.1'.iOUROUX 

U旬，dar旬 p初旬atifida
(HARVEY) SURINGAR 

Cαmpylaephora h~伊Zα60ぽ68
J. AGARDH 

ヰ+

++++++ 

十

++ + 

+ ++ + ++ 

二孟ミ二塁一昔 13]4 1リ1路ん5
C匂ヤ加8“古0勿phyU叫m tl叫~rl1附e町ri YENDO 

Sαγ'ga66叫隅 s叩pp.

S. horneri (TURNER) AGARDH 

S. paten6 AGARDH 

D同情ar伺 t旬。iTIdis
(MUELLER) LAMOUROUX 

Uπ血 riapinna.tijida 
但ARvEY)SURINGAR 

Campylaephora hypnα6Qide， 
J. AGARDH 

十

+ + + 

+++++++ 

+ 
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氏家: ワカメの特別な産状 81 

でいるにかかわらず， 場所が限定されている。 島の北東端の沖合 3-5尋の

ところに岩礁があり，全面 Sargassumの群落で夜われているが，それ等の

枝上にワカメが多数生育してよい採務地となっている。

長さ 7尋に達する長柄をつけたねじり採り器で操業している舟に同乗

して午後 3時から 51母迄の 2時間調査した。礁を人れて舟を回定して作業を

繰返すが，海水の流動が激しく且転涜するのでその変化に伴って舟を6回移

動した。海水はかなり濁って生育状態も岩礁も透視することができなかった

が，島氏の言によればここの岩礁にはワカメは殆ん ど着生しない という。し

かし附近の他の漁場では殆んどが岩付ワカメである。このようにある海泌が

岩礁面と他の海鎌上の両者にみられるものの例はかなり知られているが，ワ

カメについては珍らしい現象と思う。又島民はアカモクをメジガラモ，ヒエ

モクを含めた Sargassumspp.をガラモと俗称していて，ガラモを指標とし

て操業されている。その採濠状況は第 1表の還りで水揚げされる海藻を先ず.2表

Sargαssum spp. 
SEhTOgTaπgesT包d悦

ptChuguTrsU，tt叫eoTm-f 
(TURNER) 
AGARDH YENDO 

1 2 345  6 7 8 9 10 11 12 

Camp百laephorahypnaeO'i，des 
J. AGARDH ++ ++ ++++t+ ++++++ 

TraillhiαeI?lnat-fpehmaselEoAf RAIOSTP)aOmKgAopM拍URA + ++++ 斗+++t +件

Polysiphon.ia ja抑制caHARVEY +++ +件十 ++ 
Dssmaγ'sst向。f吋dis + + (MUELLHR) LAMOUROUX 

Colpom叩旬 S仇t4D08EaR{BREOSTeEIb ) 
SOLIER + + 

Chondrococcus hor間情an.ni + + (MERTENS) SCHMITZ 

Antitham弛伽Isp. ++  
Ectocarpus sp. + 
Dictyota duatata Y AMADA + 
Herposがh仰 iaterm'伽 alisSEGI 十

Chrysyme司王a叩 7I4H9AhRt4V4E 
Y)YAMADA ++ 

地eγmotha悦 ηω叫 Sp. 守・

Laurencωsp. + 
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毎回肉眼的に識別してその群湾構成をみようとした。始め毎日の7](拐をサ γ

プリソグの単位として取扱えると考えて行ったものであったが， ワカメが海

111でなびいて採れない場合，竿が流される場合等採!ねできない場合もすべて

含まれていること μ'"，tf，)いたので統計的な処理は差控える。先ず肉日民自りに識

別できるものの主なものを挙げると，アカモタ，ヤツマタモク ， ヒエモク，

ワカメ ，グクノレνグナ，エゴノリであった。SargasSU1nspp，とあらわした

のは切れ校でJ桑名不詳のものであるが生有地から考えてハハキモク'7メタ

ワラ，ノコギ 3モク共他と忠われるものである。

え:i'生誌については，水揚されたものの一部を調査するとお 2表の様であ

る。但しこの去にはワカメは除いた。肉眼的にも多くみられたエゴノリが殆

んどの個体上に多数みられ， それに続いてカギノリのタマノイト世代。;及び

キプリイ}グナが多い。その他は個体数も出現回数も共1乙少ない。漸深祁:の

海部lff.i1与は全!¥'11lHaとして取扱われるので13，ととのワカメは Sargassum ffr 
務中の新生i来群孫の一つであるが，とにかく興味深い。

第 1図 第 2図

ワカメの71f生状態はWl灰lの様に Sargass:l1n spp，の古校に附着生長し

ている。織の様子が面白い。恨が f~'びると末端はJ左物になっている古校を離

れ放射状に海中に延長する。体長は 80cm以上に達するものがあるが，いた

って不揃である。 1~形は円形に近い卵形から民放主十形までかなりの変化があ

る。いずれも羽状欠刻は中肋に接近し， 裂片は事ruいが~tíjlは短いのでやはり
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南方J裂の f.tytica YENDOに含まれるものであろうかw・(第 2図)。 布株をつ

けているものは観支をできなかった。

最後に御指導を賜わり ，且御技閲下さった九大農学部瀬川主主古同Lに深

J!Hする。
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(谷川大学学芸学部生物研究室)

アシツキ Nosωcverrucosum V A UCHERが

鳥取県に産すること

御船政 L!J:J

本植物は産地によって「ア V'YキJ，iカモガワノリ J.iアヰ、ガワクラグ」

等 とIIif!.fれ，iアνヅキ」は清流のなの茎楽につくことから名づけられたもの

であるが，普通岩，fp(，，fゴ線上等につく場合の方が多い。

;'fE者は 1957年 9月 15日に鳥取県東伯郡三朝町大字三徳(み とり のこ徳

川の渓流中に本植物が生育 していることを認めた。同年 10R 2日干ljJ.支調子で

の結果，本経[物は同i英流の更に上im:3 km位迄は生育していることを踏めた

ので， その生背する範囲は交に

広いものと忠われるι 同日午後

3時の水温は 14SCで， pH= 

7.0 (比色法lこより 測定)でらつ

Tι。

本徳物はr，:れの水面ないし

は水面近くの垂直な面に，或い

は川床を形成する岩の水而近く

の部分，或いはたえず水しぶき

のかかる部分の垂直な函や水平

- 17 -
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函に付着している。

本植物の幼体は「ひわ色」を呈し，成体は「こぴ色」を皇し，表面に半

球上の凹凸の著しいこ主も，よく本極の特徴をあらわしている。

本植物の同定並びに御指導を受けた神戸大学理学部広瀬弘幸教授に感謝

しまナ。

新著館介

テ イ ラ 戸 著

{岡山大学温泉研究所)

北アメリカ北東沿岸産海藻 (1957) (改訂版〕

W. R. TAYLOR: Marine Algae of the Northeastern coast of 
North America (1957) Second revised edition 

-Ann Arbor The University of Michigan Pressー
(Price $ 12.5) 

本書は己IZ:著者が 1987年IZ:同題で出版したものの改訂版で，初版が出された時大讃

辞を以て迎へられたものである。往時の TheBiologist誌の曾評IZ:.r本容は極めて卓越

したものであり・H ・H ・.乙れは著者が永年ウッヅホールの臨海実験所IZ:於て教鞭をとった

鐙富な経験とその造詣深い海穫の知識から生れた色ので，アメリカでは乙の箸11:匹敵する

ものは見当らない」と。斯様に北アメリカ大西洋岸のフロラを究明した本容は分類学的叉

形態学的研究11:於て高〈好価きれ，従来諸国の藻類学者IZ:よって引用され，且重要な文献

として挙げられてきた。爾来星mを霊ねる E と 20 年，正~I乙著者が種々のデータを追加し

面白を一新して改訂版を世におくった乙とは極めて有志議の乙とと惟う。此の改訂版は現

在の分類学上の成果や命名法の最新のものをとり入れた正11:北アメリカ北東沿岸産海藻の

集大成であり，宝典であると云っても過言ではあるまい。

叉本書はミシガン大学科学費量管 18巻IZ:該当している.著者は本書出版の為に 25年間

の協力と激励を借しまなかったジーン・グラントテイラ一夫人i乙対する最大の謝辞を述べ

て巻頭を飾っている.

以下順次紙面の許す限り内容に触れてみたいと思う。本書は全 500余頁の大著であり，

初版より色約80頁の湘加である。序 (2頁).緒論 (24頁).分類表 (9頁).記載 (815頁)，

文献 (18頁).図版 (60枚)，聞説明 (60頁).索引 (19頁)11:大別できる。( )内は使用頁数

及び枚数を示したのである。

〔序〕 ζζ では改訂版出版の必要性とその経線及び援助を受けた各位への謝苦手がのべ

られている。特IZ:図版の多〈はチン・チー・ジャオ縛土の手をわづらわした ζ とを述べてそ
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の好意It:感謝している@ 又近々 15年間海藻の生活史と形館に関する研究が頻繁になり，

そして種類の同定のメルヲマールや記載等の新しいデーターをどしどしとり入れたので予

想外It:増買になったと云う。

〔緒論〕 本書It:挙げられた調査対象範囲は極めて広<.パーヲユアから北アメリカの

北端より遥か北方It:至り，酉備はハドソン湾を含んでいる。乙れら広大な地域を行政区l!Ilj

並びIt:地理学的名称を用いて説明しているロ地理的分布に関しては夙It:ハーペー及びファ

ーロー等が CapeCodを境界として北方位フロラと南方位フロラ It:分けていたが，著者は

笈干のステー ションを設定して詳細に検討し必らずしも同窓見ではない様である。海藻の

習性11:も触れているが特に海部群落及ぴその消長等を取扱う生態学は本書の目的ではない

として，その生育漬境との関係をステーシ調ン別に軽くのべている湿度である。次に採集

と保存Ir.就いて述べるととろをみるに，現在のアメリカの藻類学者が行っている採集方法

及び保存の為どの様な注意を払っているかを伺い知る Eとが出きて，大変興味深〈叉参考

になると思う。要するに日本の現状と比般して大差ないことが了解できるであろう。磯採

集時の携帯用品，服装，潮汐等のとく一般的知識を述べているが，流石にプラスチック製

の容様，殊に広口j低等を可成り利用していること，服装は木綿のシ十ツとズボンが堅牢で

然も潮水11:都合のょいとと，叉履物lま日本の様に便利で安よりの薬草履がないらしくズッ

ク靴を用いるが，その底は厚いゴムぴきで而も深い般のついたものがよいと推奨している

乙と，叉潮汐表をみて採集日程を定め更に最も海岸It:近い町の新聞が地方低潮時刻を毎回

報導している乙と等を述べている。少し深い海水の澄んだ処ではガラスm;の箱即ち「のぞ

き」を用いており. 6吠までは標品巻確認できるという。「まんぐわ」も勿論使用してい

る。 乙れ以上の深処ではドレッデや潜水具を用いて採集を行っている。海藻の保存は液漬

とr占禁の 2適りである Eとは論を倹たない。普通の保存液は 4%ホルマリン液を用い，繊

細な種類では弱ホルマリン液に 30%のアルコール壱加へる，然し鳶能保存液としては，

50~70% のアルコールであるという。叉滋漬保容もする。採集品を輸送する場合に，気楽

g:航空便を利用したり，魔法瓶を使用する乙と等が一寸珍しく思へる。次Ir.研究史の項で

は，アメリカの海部研究は 19世紀前半は只ヨーロ vパの雑誌に散見する程度であるが，

何といっても本格的な研究の出発はダプリンのハーベー教授が出張講義でアメリカに滞在

し.Florid3から Nova-Scotiaのステーションで仕事をして，他の研究者の採集品と共Ir.

Nereis Boreali-Americana 3巻そ著作した乙とに始まるとした。更にコリンスは多くの

協同者と共Ir.Pbycotheca Boreali-Americanaを出版し，叉ファーロー，ハワ，セツチ

ヱルを始め多くの学者が輩出したこと，そして彼等の業績や採集品の保管先が蕊で詳しく

述べられている。最後に本書の目的と範囲を，海藻種名の同定の為よりよき案内書となる

であろうと絡んでいる。

〔分類表〕 本容で取扱った海穫の種類が一見して分る。種名及ぴ属名はアルファベッ

ト願Ir.配列しである。ここには変種や品種は出ていないがそれらは次の記載に出ている。
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分種表にでている種類は 401種である。

〔記載〕 乙乙では，目・科・属及び種の検索をとり入れ. 500以上の記臓が行われて

いる。取扱った数は前記した如く 401種が権威を以て報告されており，そして乙れらの変

種及び品種が 134つけ加へられている。

終りに改訂版(1957)と初版(1卿7)の両方を照合し，海藻の取扱い方の差異の主なもの

を拾ってみると，先ず 1937 年版では緑音量門，補習車内，紅務~~の 3 ~~であったが. 1957年

版では緑藻と栂藻の聞に Xanthophyceae門を設けたとと，即ち本改訂版では 4門を取扱

っている乙とを挙げなければならない。

次に改訂版と初版を順次みて行くと，改訂版にのみ新しくみられる名前と初版Ir.ゐっ

たが改訂版にみられなくなった名前があるのでEれを拾ってみた。新たにみられる綱名は

Heterosiphonales (Xanthophyceae)で， みられなくなった綴名は到lopteridales(調書車

類)である。新Tこにみられる科名は Chaetopeltidaceae.Gomontiaceae (以上緑藻類); 

Acrothrica目前. :Punetariaeeae. Sargassaceae (以上褐藻類); Aerochaetiaceae. 

Furcellariaceae (以上紅藻類)。 みられなくなった科名は Trentepoh¥iaceae(緑藻類);

Asperoco巴caceae(褐部類); Chantransiaceae (紅藻類)。亦新たにみられる属名では，

印 lorococcum.EctochaAJte. DがochQ，(Jte.Uro8pora (以上緑藻類);Giffordia. Eudesme. 

呪p加 erotrichia.Stuoptera (以上褐部類);Jil/.l.rcellaria. Ptilotα(以上紅務類、。そしてみ

られなくなった属名は HormIBcia(緑議類);Aegかa.Mesogloiα• Phlωospora. Gobia， 

Phylla同， (以上補穣類);Colaconema (紅部類)等でゐる。種名，変種名，品種名等につ

いては乙れぞ省略する。亦科・腐のシノニウム色省略する。鋼部類の Stilophoraceaeは

初版ではPunctariale:;の中Ir.ゐったが，改訂版では Chordarialesの中に移っている。

(舟橋説往一一北海道大学理学部縞物学教室)

学会録事

藻類関係者の集まり

昭和 32年度日本水産学会秋季大会第 1日の 10月9日午後6時から，函館市湯川町有

郷荏1'1:.於て，苦属類関係者の親陸を主主ねて談話会を関儲した。 出席者は 20名で時困層E博士

の挨拶の後，瀬川宗吉博士から「琉球の諾」と題する肩の凝らない内容豊かな，琉球の旅

の思い出話などあり ，各種の趣味的なコレクションを回覧し乍ら，彼地の最近の情勢と.

琉球の藻類の生態の輪廓，特にその水平並びIr.霊直分布に就ての報告があってから，和や

かな雰囲気の中に会食11:移った.

談笑の閲Ir.食事を絞り乍ら，順次自己紹介を行い，多〈の思い出穏や活湿な希望，建

設的な怠見など出て，名残りのつきないままに午後9時過ぎ散会した.

函館では昭和 'z1年9月26自民当時の日本水産学会秋季大会に出席した数名の有志
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が~立福丸のサロ jで部類学会ω発会1<:先立つて，会則の卒採1<: ついて話合いをしてから ，

正に 5年を経過した訳であるが，その問民会只数が '2537名に達し，当初の尽僚の 300名花

今一歩という 状態にゐる事法，本会の急速な発展の跡を如実1(示すものであり 7旬Ir.喜ば

しい ζ とである。 1tJ，今回のwまりは，北海道漁業協同組合迎合会と波山支庁水産泌の特

別な御後援K よって開催する事が出来たもので感謝 Ir.堪えない。(近江彦~記)

日本藻類学会第 5回総会記事

日本泌類学会第5同総会状況(J二)

並びに講演会(ti:)

本会第 5回総会l立去る 10月 12日午後 6時過乞

より約31時間近くにわたり，東京都立大学理学部会

議室で~ur出 されたミ当日は臼本組物学会大会第一日

目のとととて， H~席会只;ま 45 名に迷し，その他数名

の来聴者がゐって今までにない盛会となった。しか

し，折恋 しく山田会長は 9月中旬来フラン只 Ir.出夜中で，総会Iq却に合う様に帰国する予

定でゐったが，飛行機の使の都合で山府不可能になり ，会長不在のままで会合が行われた。

次lr.当日の模様を報告する。

1. 閉会宣言 : 中 村幹事。

2 議長選山 . 例年の様:r.地兄会n巾より ~m熊俊道l怜ijl を選山した。

3. 庶Fb，会計報告 : 古色 K本誌m5老会第 HHr.同封した 31年度報告に基づいて，

川崎幹事lJ;rm~ 及び舟橋幹事(会計うより詳細な報告と質疑応対する応答がゐった。なお，

Eの報告の中 ('10月7日現伝の会長数は 287名1<:iJ!している乙とが明か托されに。

4 会長選出 ・ 本年は会長改選の年Ir.ゐ1こって居7こが，前述の様Ir.山岡会長が不在

のため1(， 3， 4の会只から質問及び窓見が述べ られた。しかし.結局前固までと同僚に投

票を b って新会長を選出する乙とになった。幹事の古i!~容により夕食を iH りながら投票が行

われた。その結果，山田幸男前会長が多数袈をもって選挙された。斯くして同会長の帰国

後，幹部より Eの結果を報告する Eとを約して新会長の選出を終った。

5. その他 : 自由1M!誌に於いて主として，新崎氏.瀬木氏等を中心1<:数名の会只
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の聞で， 藻類紙上Ir.園内で発表される藻類関係論文のりスト(出来得れば摘要も)を掲載

し，叉上記両氏が個人的に外部より依頼されている己れらの仕事を学会に於いて行う乙と

について怠見や希望が述べられた。この話合いの中からは結論は出きれなかったが.今後

の重要な課題として検討したいと思う。

6. 閉会宣言: 中村幹事。

講演

渡辺篤民(東大応微研 r微細藻類について」

カラースライド映写

岡田喜一民(長崎大水産学部)rヲクマリモとオキチモヅヲの自生地」

終了は 9時 20分頃となった。なお，今回の総会の開催について，特に快適な会場を用

意して下された会員加崎英男氏.大房剛民及び初手伝をいただいた東京都立大学理学部の

学生諸君Ir.厚〈御礼を申し上げる。

総会出席会員

秋山 優 新崎盛敏 深瀬 語長 福島 博

舟橋説往 古谷庫造 平野 実 広瀬 弘 幸

生駒義博 稲垣貫 一 入来義彦 岩 城 住 江

香村真徳 加崎英男 川崎昭= 北 見 秀 夫

北野一彦 小林鑓子 丸山 晃 松 浦 正 郎

御般政明 内藤詳三 中村義輝 申沢信午

野田光蔵 野沢 f告治 大房 闘。 岡 図 書 ー

沢田武男 瀬川宗吉 瀬木紀男 志平依久子

清水 厳 園田幸朗 末松 四 郎 須藤俊造

須賀瑛文 問 中 間t 谷口森俊 建 武

千原光雄 坪 由宏 梅崎 勇 渡辺 篤

吉田忠生 (ABC順)

本会会員松浦茂寿氏は去る昭和32年9月20日，病気のため逝去されま

した。乙乙 Ir.議んで哀俸の怠を表します。

日本務類学会
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現本薬類学会会員名簿

{護議事提塞2年12Jき15滋潟夜}

OE程*~*...名誉会員

。際……t量級主義

袋詰寺をおっ雲遣しであるものは勤務先消宅}の療

…23… 



一滋ー



一筋一



…暴露…



-27_ 



-窪患ー



_2議日



…80ー
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〔護審議} 役所変箆或いは荻総会まあちましたら本会総線変で善事-無事翼下きい。
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投稿規定

会員諸君から大体次の事柄を御含みのよ投稿を期待します。

1. ~車類 IL関する小論文(和文). 事:i~説，論文抄録， 雑録等。

2. 原稿m械の取姶，掲載の順序，体裁及び校正は役員会に一任の乙と。

S. 別刷は小論文，綜税，総合抄録11:限りその'l'.lJfJは50部を会にて負但し， それ

以上は著者負担のこと。必要部数は投稿の際κ申込u'どと。

4 小論文，綜説，総合抄録は 400字詰原稿用紙 12枚位迄， 其他は向上 6枚位滋

を限度とし図版等の見ペースl立此の内に含まれる。

f41小論文，綜説11:限り ，欧文題目及び本文平頁以内の欧文摘要を付するととロ欧文

は成る可く 英，独読を用うること。

5. 原稿は平仮名混札談Dとしなるべく 400字詰原稿用紙を周ふる乙と。

議類 11:関する質疑応答欄を設け皮と思いますから ， 会只~f1沼の御利用'é乞う。

向ヨJ;mの迅速処理を期ずるため貿liU.庶務，会計，編w司nl年等学会11:関する通信は札

幌市北大l!IJ学部植物学教室内本会I，(RfJi. 会計叉は編U!，~'jl宛とし幹事の例人名は一切

使用せぬよう特κ注意の乙と。

11(:1 ;fl1 32年 度 役 只

メA斗A 長 IJ 1 回 ー持 男

編 集 幹 部 ヰI 村 5定 惣

。 須 日東 俊 造

1/ 舟 橋 税 r 往

庶 務 幹 事 ) 11 R鳥 Rn 
会 計 幹 事 阪 3下 与志雄

昭和 32年 12月10日印刷 編t11策発行者 巾 ホI 義 首宣

昭和 32年 12月15日発行 :E鯛di1i ;';';'Uf::k延i(/I!理事用;;.!r.邸宅時

一一 印 .wu 者 11{ キ ヨ

禁 転 載 手L慢iHJt三郎首(.l;Tn:三円ユ臨地

不 許複製 苦古 行 所 日本器類学会

札健 ・1;北if__~l大患辺摩郡航拍車教宮内

~\l普 11， 10 13:;08 
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